
令和５年 ４ 月１７日

1 安全・安心に利用できる都市公園の整備
平成24年度　（1年間） 宮城県白石市

【安全安心に利用できる公園整備】
市民や市内を訪れる多くの観光客が利用する公園にバリアフリー施設の改築を行い、施設機能の向上を目指し、誰もが安全で安心して利用できる公園整備を図る。

【安全安心に利用できる公園整備】
　バリアフリー施設（トイレ）の設置と既存施設（トイレ）のバリアフリー化されていない施設を緊急的に改築を行う。

（H24当初） （H26末） （H28末）
① 公園内トイレのバリアフリー化

２か所 ４か所 ４か所

②

③

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

令和５年４月

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業地域交付直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別種別対象間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-A1-1 公園 一般白石市直接 バリアフリートイレの改築白石市 30 H24

小計 30

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業地域交付直接 備考
種別種別対象間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業地域交付直接 事業実施期間（年度） 備考
種別種別対象間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
全体事業費
（百万円）番号 要素となる事業名 事業内容

事後評価の実施時期

公表の方法

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）番号 要素となる事業名
事業内容

事後評価の実施体制

益岡公園安全・安心対策緊急総合支援事業

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

効果促進事業費の割合
0. 0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

30百万円 Ａ 30百万円 Ｂ Ｃ

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

都市創造課において目標値の達成状況を確認

白石市ホームページにて公開

事業者

白石市

事業者

事業者



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 4
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 3

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

需要度の判定が難しい点と、費用対効果の問題から最終実績値に止まったもの

公園利用者からの需要を常に配慮しながら、国等の指針に従って適切に整備を行うとともに、既存のトイレ改修時にはバリアフリー化を積極的に進める

既存施設（トイレ）のバリアフリー化されてない施設を緊急的に改築することで、利用者が安全安心に公園施設を利用できるうになった。

①指標公園トイ
レのバリアフ
リー化数



計画の名称 1

計画の期間

Ｎ

平成２４年度　（1年間）

安全・安心に利用できる都市公園の整備

宮城県白石市交付対象

1-A1-1益岡公園安全安心対策緊急総合支援事業

凡例

基幹事業

白石市全体図

白石市都市計画図（抜粋）


